
２０２６年度　科目等履修生　授業科目一覧表

コード コード
101 政治学 2 T 130 基礎化学 2 T
102 日本国憲法 2 T 131 基礎有機化学*1 2 T
103 数学 2 T 132 基礎分析学　*1 2 T
104 生命の科学 2 T 133 基礎生理学 2 T
105 化学の世界 2 T 134 摂食生理学 2 T
106 人間生理学 2 T 135 微生物学 2 T
107 歴史学 2 T 136 フードスペシャリスト論 2 T
108 文学 2 T 137 食生活と環境 2 T
109 言語と情報 2 T 138 食品学Ⅰ *2 2 T
110 家政学概論 2 T 139 食品学Ⅱ *2 2 T
111 生活と児童 2 T 140 食品機能学 2 T
112 生活と食物 2 T 141 食品加工・貯蔵学Ⅰ　*2 2 T
113 生活と被服 2 T 142 食品加工・貯蔵学Ⅱ　*2 2 T
114 生活と住居 2 T 143 食品衛生学Ⅰ　*2 2 T
115 生活と経済 2 T 144 食品衛生学Ⅱ　*2 2 T

145 フードシステム論 2 T
146 調理科学 2 T

117 発達心理学１ 2 T 147 調理学 2 T
118 発達心理学２ 2 T 148 フードコーディネート論 2 T
119 青年心理学 2 T 149 栄養学Ⅰ　*2 2 T
120 表現アートセラピー基礎 2 T 150 栄養学Ⅱ　*2 2 T
121 幼児教育方法論 2 T 151 生化学Ⅰ　*2 2 T
122 保育・教育課程論 2 T 152 生化学Ⅱ　*2 2 T
123 乳幼児教育論 2 T 153 ライフステージの栄養学Ⅰ　*2 2 T
124 小児保健学１ 2 T 154 ライフステージの栄養学Ⅱ　*2 2 T
125 小児栄養学 2 T 155 健康増進科学Ⅰ　*2 2 T
126 母性保健 2 T 156 健康増進科学Ⅱ　*2 2 T
127 子どもと造形２ 3 T 157 健康と運動の科学 2 T
128 児童文学 2 T 158 疾病の成り立ち 2 T
129 児童福祉 2 T 159 家庭看護学 2 T

◆児童学科のみ履修可能な科目 *1 「基礎化学」修得後でなければ履修不可
◇食科学科のみ履修可能な科目 *2 Ⅰを修得してからⅡを修得することが望ましい
両学科で履修可能な科目は記号なし
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２０２６年度科目等履修生　授業科目一覧表

T：テキスト科目、S：スクーリング科目（☆講義・演習、★実験・実習）　

コード コード
201 保育内容指導法（健康）　◆ 2 S☆ 234 小児保健学１ 2 T
202 保育内容指導法（人間関係）◆ 2 S☆ 235 子どもと人間関係 2 T
203 保育内容指導法（環境）　◆ 2 S☆ 236 子どもと環境 2 T

204 保育内容指導法（言葉）　◆ 2 S☆ 237 子どもと言葉 2 T

205 保育内容指導法（表現）　◆ 2 S☆ 238 家庭管理概論 2 T

206 保育内容総論　◆ 2 S☆ 239 家族関係論 2 T

207 教育学概論１◆ 2 T 240 衣生活学概論 2 T
208 教育学概論２◇ 2 T 241 衣造形学 2 T

209 教職基礎論１◆ 2 T 242 衣服実習 1 S★

210 教職基礎論２◇ 2 T 243 食物学概論 2 T
211 教育社会学１◆ 2 T 244 栄養学Ⅰ 　*2 2 T
212 教育社会学２◇ 2 T 245 栄養学Ⅱ 　*2 2 T
213 教育心理学１◆ 2 T 246 食品学Ⅰ　 *2 2 T
214 教育心理学２◇ 2 T 247 食品学Ⅱ   *2 2 T
215 青年心理学◆ 2 T 248 食品加工・貯蔵学Ⅰ 2 T
216 特別支援教育（幼）◆ 1 T 249 調理科学 2 T

217 特別支援教育(中高）◇ 1 T 250 調理基礎 1 T

218 保育・教育課程論◆ 2 T 251 調理基礎実習　*3 1 S★
219 教育課程論（中高）◇ 2 T 252 住居学概論 2 T
220 道徳教育の指導法（中）◇ 2 T 253 住生活学 2 T

254 児童学概論 2 T

255 家庭看護学 2 T

222 教育方法・技術１◆ 2 T

224 幼児教育方法論　◆ 2 T コード
225 発達心理学１◆ 2 T 256 学校経営と学校図書館 2 T
226 発達心理学２◆ 2 T 257 学校図書館メディアの構成 2 T
227 生徒指導・進路指導◇ 2 S☆ 258 学習指導と学校図書館 2 T

228 学校カウンセリング基礎論１◆ 2 T 259 読書と豊かな人間性 2 T

229 学校カウンセリング基礎論２◇ 2 T 260 情報メディアの活用 2 T
230 家庭科教育法Ⅰ◇ 2 T
231 家庭科教育法Ⅱ◇ 2 T
232 家庭科教育法Ⅲ◇ 2 T

233 家庭科教育法Ⅳ◇　*１ 2 S☆

◆児童学科のみ履修可能な科目
◇食科学科のみ履修可能な科目
両学科で履修可能な科目は記号なし

*１ スクーリング登録手続き前に ｢家庭科教育法Ⅰ｣｢家庭科教育法Ⅱ｣を修得済でなければ履修不可
*2 Ⅰを修得してからⅡを修得することが望ましい

*3 スクーリング登録手続き前に「調理基礎」を修得済又は前年度末までにリポート合格済でなければ履修不可
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